
簡易診断によるカトレアの栄養管理

1．試験のねらい

　　カトレア類の生産現場では不適切な栄養管理による葉身のネクロシス、花器官のブラインド

やブラスチング及び病害などの発生による栽培の失敗が多い。このことは栽培期間の長いカト

　レア類においては、施設のローテーショ、ンを狂わせ、経営を圧迫することとなる。栄養芦理ミ

スの多くは栽培者の経験と勘に依存していることから生じる。このため、現場で容易に実施可

能な栄養診断技術の確立と栄養管理の基本となる施肥基準にっいて検討した。

2．試験方法

（1）簡易栄養診断の手法：簡易栄養診断は培地養液及び樹液中の無機養分濃度の推移を迅速養

　分テスト法（渡辺）で測定した。PH及びECは掘場のカード型測定機を用いた。培地溶液

　　は培地の容器容水量時に5号鉢当たり50m1を1時間程度かけて培地にドリップし鉢底から

　排出される液を採取し、診断に供した。植物体樹液は最終展開葉の葉身中央部をスライスし、

　　10倍の純水15分間浸出した液を試料とし診断に供した。

（2）区の構成　区 液肥濃度　（ppm）
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12　　50　50　・シュートエージ皿のシュートが完成した

25　50　50　1989年9月1日から処理を開始し、シ

50　　50　50　ユートエージV皿のシュートが完成後の、

100　　50　50　1991年10月30日に処理を終了しました。

（3）栽培概要

　　供試晶種はB1c．JamesHauserman×C．G1oriettaのメリクロン苗を供し、1988年1月に

　　フラスコ出しを行い、1989年3月に3号鉢、1990年3月に4号鉢に、1991年3月に5号鉢

　へ定植した。栽培及び環境の管理は慣行に準じた。

（4）調査方法：簡易栄養診断と生育調査を処理開始1か月後から毎月1回行った。生長量は葉

　身長と偽球茎及び着花数を調査した。

3　試験結果およぴ考察

　　シュートの生育は処理後に発生した工一ジW～Wのいずれのシュートとも窒素100ppm区

の生育が優れていた。開花状況は窒素50及び100ppm区が着花数2．6輸前後で、200ppm区

は1．5輸と少なく、花被は小さくなる傾向がみられた。400ppm区はブラインドが多発した

（表一1）。培地溶液及び樹液中の無機養分濃度の診断結果から診断基準を作成した（表一2，

　3、図一2）。

　　以上のことから培地溶液及び樹液中の無機養分濃度を迅速養分テスト法を用い、リアルタイ

　ムで把握することにより、晶質の高いカトレアが得られた。

4　成果の要約
　　培地溶液及び植物体樹液を迅速養分テスト法を用い、リアルタイムで栄養管理の推移を把握

　しながら把握基準に基づき施肥管理を行うことにより、生育ロスも無くなり高晶質のカトレア

　を計画的に生産することが可能である。　　　　　　　　　（担当者　花き部　久地井恵美）

一75一



表；」．液幽雌幽11汀．・1型鯉独リ峯二独幽！虹舳
区　シrト　施肥湖度（岬剛班身艮　‘あ峨兆　L／8怜数　シュート　　　無雌焚分湖皮‘I”川，

H〇一工一ジN：P．O，；K、川cn〕附剛1菰／基工一ジ舳，．H舳一．H　r，o，1K，o CaO

W
V
柵

V1

50：50：50　1コ，9

　　　　17，0
　　　　19，7
　　　　24．3

4．3

5．．4

6，7

10．5

3．2　　　I～皿　ト2．5ト2．52．ト5100．20010、

3．1　　　　　’］V～VI

2．9

2．32，5

　」W
　　Vz
　　Vl

　　V一

100：50：50 2、．3

22，5

23，2

25．4

7．1

8．l

10．8

1，2．5　1，2．5　　2．5．5　　100．200　10～

3．0

2．8

2．2

シズト 無眠爽分淑度ωP剛
一工一ジ　H0。』Hll。』　P’。0，．

H．O　CaO
12．6　2．02，6　I～皿

　　1V

　　Vコ

　　Vl

　　VI

200：50；50 22，5

22，0

23，2

20．0

5．1

6．3

8．O

4．4

3．5

2．9

lV～V1

O
O

10．25　50．100　1000．2000　100，

10．25　50．100　1000．2000　100、

6・1・3・Ol・5嚢坐　lV
　V4
　　Vl

　　V一

’OO：50＝50 14，5

16，0

19，0

20．4

318　3．8　　　シェート

1．4　3．6　　　工一二／

6．3　3．0　　I～唖
6．9　　　3．0　ブラ｛ン1＝　1V～V1

液肥淑腹｛叩11〕

NP20，X2025．50　　　25．　50

50，lO0　2ト50
2ト50
2ト50

pm pm 5㌍pm　　　20絆m 500 pm
5．0． 50

z z1。 ㌧柵 JO ・
400

◎ 工 o2 “
O■ ◎

z 30 コo x 5コOO
～．5 100

20 20 200

1Ω lO 100

’

4　6　8日 4　6　8月　　4　6　8月 1　68夷　　ド68月月． 　8月　　468月　　1　　8月
□lH・50叩口．藺：川OOl1岬。咬川・2ΩOPp蜆・0：川Oo岬皿・

図一1」液舳舳閑雌洲喘地淋泄111無機榊｝測皿

68月

鶉

6
z

10 pm 500 pm　　　lOOpPm 2000 岬

z1仙O．

…o

z　〕oo
〇三 『

x
5 50 lOOO

200

m
o 0 O

’　　　【　　　oI＝1 ノ1　　‘　　ρ日　　　　4　　6　　8月　　　　4　　6　　8月

o・ ◎
8

4　6　8月
Vl　V1　W
シュートェージ

4　　　6　　8月　　　　　4　　6　　8月　　　　　4

Vl　W　V1．　W　VI　Vl　　W　VI　VI一
シュ｝トェージ　　　　　シュートエージ　　　　　シュートェージ

　　　国1伽50p岬．四：H・1OO‘岬．国：H・200n岬．ロル仙O叩日．

4　6　8月
Vl　W　VI
シュートェージ

図一2枇肥脆川測皿別脚赦111舳舳婁分欄皿

一76一


